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＜あらまし＞プロジェクト学習に参加する学習者が，メンバー相互に分業

状況やタスクの進度などを随時確認し，活動の進め方を評価して作業を

進捗できるように，それらのアウェアネスを携帯電話に可視化するソフ

トウェア ProBoPortable を開発した．ProBoPortable を大学の情報教育

の授業で利用したところ，学習者間相互の分業の評価・調整が促進され

るとともに，学習共同体意識を高める効果がみられた． 
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学習共同体 

1. はじめに 

学習者がグループで１つの課題を探究する

プロジェクト学習（PBL）は，高等教育におけ

る授業方法の１つとして定着しつつある．しか

しこの実施には，実践上いくつかの問題がある． 

その１つは，協調学習を行うための時空間的

な問題である．PBLに参加している学生はキャ

ンパスにおける対面機会はあるものの，初等中

等教育におけるそれと比べて，高等教育では対

面で協同して学習する時間は限られ，その制約

の中で学習者は活動しなければならない． 

もう１つの問題として，いわゆる社会的手抜

き（LATANÉ et al. 1979）や，相互調整が失敗

し，分業の非効率化をもたらす「プロセスの損

失（process loss）」（STEINER 1972）などの集団

心理的な要因で，協調学習が期待通りに展開し

ないおそれが挙げられる（亀田 1997）． 

筆者らはこうした問題に対して，学生がPBL

を対面のみならず分散環境でも効果的に進め

ることができるように，高等教育におけるPBL

支援グループウェアProBo（旧名ProjectBoard）

を開発している．ProBoには，①タスクの構造

化と整理を促し，その状況を共有するTODOリス

ト，②タスクの見通しを立てるスケジュール，

③ファイル共有と履歴管理を行うファイルボ

ックスがあり，大学の授業実践において一定の

評価を得てきた（西森ほか 2005）． 

しかし，このProBoは後者の問題には十分に

対応していない．分散環境下では，相互のプレ

ゼンスが低下するため，分業状況を把握・評価

することは難しく（GUTWIN et al. 1995），社会

的手抜きが生じることが容易に想像される． 

常日頃，相互に分業状況を評価可能な学習環

境を学習者に対して提供することで，PBL自体 



 

 
図１ ProBoPortableの画面 

 

の進捗や，場合によっては柔軟な分業の再編成

を促し，自然な「足場かけ（scaffolding）」が

生じる豊かな学習機会となりうる（加藤 2004）． 

そこで筆者らは，大学生の多くが日常的に所

持している携帯電話に着目し，その画面にPBL

の分業状況を可視化するソフトウェアProBo- 

Portableを開発している（望月ほか 2005）． 

2. ProBoPortable:  

携帯電話で動作する分業可視化ソフトウェア 

ProBoPortableは，NTT DoCoMo902iシリーズ

以降の携帯電話端末上で動作する待ち受け画

面ソフトウェアである．開発環境としてJava 

SDK 1.4を用いた．対象とするPBLの規模は1グ

ループあたり4～6人である． 

学習者が携帯電話を開いたとき，または端末

を操作してソフトウェアを活性化させたとき

に，iモード通信を用いてProBoのサーバにアク

セスし，グループ，メンバー，および分業状況

に関する情報を取得して表示する（図１）．な

お，表示された情報は，創発的分業の要件（加

藤 2004）である①自分の作業状況の把握，②

他者の作業状況の把握，③他者が自分の作業状

況を把握しているかどうかの把握を，閲覧者が

可能になるようにデザインした（表１）． 

学習者とタスクは，荷物を片づける人のメタ

ファで示される．タスクの進捗をProBoに反映

すると，ProBoPortable上の該当の荷物が横に

ずれる．その動きは他の学習者の携帯電話にも

提示される．共同で担当しているタスクは，そ

の全員の該当の荷物がずれる．タスクが完了す

れば，下に落ちて，その人のタスクが片づいた

ように見える．これらの情報を各メンバーが把

握しているかどうかも画面上に表現している． 

本研究の目的は，このソフトウェアの有効性 

を大学の授業において評価することである． 

3. 授業実践における評価 

3.1. 授業実践の概要 

筆者の１人が非常勤講師として担当する私

立大学の授業「情報基礎演習」２クラスで実践

的評価を行った．対象の授業は2006年6月5日か

ら7月10日までの5週間行われた．この授業では，

グループ（5～6名）ごとにプレゼンテーション

を作成し，発表することが目指された．そのテ

ーマは「ITに関する諸問題の現状と考察」であ

った．グループごとに1つの問題を取り上げ，

その現状について調査し，分かりやすく説明し，

グループの意見を提示することが求められた． 

授業では，6月5日にプレゼンテーションの作

り方と，ProBoの使い方に関する講義，6月12日

にPowerPointの使い方に関する講義が行われ，

それ以外はグループ活動に充てられた．7月10

日はプレゼンテーションの発表会であった． 

6月5日の授業の前に，各学生には希望テーマ

の調査が行われ，概ねその希望に沿ってグルー

プが構成された．学生たちはProBoを用いてグ

表１ 可視化情報と ProBo の情報の対応 

 指標 表現対象 内容 

メンバー 各メンバー 荷物運びと 

その顔の色 

メンバーごとに 

各色に割り当て 

タスクの数 箱の数 タスクに 

対応した箱 

新たなタスクが

ProBo で登録され

ると，新しい箱が

責任者（複数人も

可）の上から降る 

タスクの 

進捗 

箱のズレ タスクに 

対応した箱 

タスクを進捗させ

ると，対応するタス

クの箱が左に少し

ずれる（３段階） 

予定の 

逼迫度 

箱の色 タスクに 

対応した箱 

締め切りが近づく

と，対応する箱の

色が赤になる 

プロジェクトの

進捗 

背景色 プロジェクト 

メンバー全員

の背景色 

基準よりも進捗度

が低い場合，背

景色が赤くなる． 

お札 お札の数 タスクが完了する

と，箱が担当メン

バーの左に積み

重なると同時に，

お札が増える 

ProBoへの 

アクセス 

メンバーの

足 

足の動き メンバーが最近 

ProBo を見ていれ

ば，足が動く 

状態閲覧

の有無 

対象となる 

学習者の 

背景色 

対象となる 

学習者 

ProBo および

ProBoPortable で

グループ活動を

確認しない日が

続いた場合，背景

が暗くなる 



 

ループごとに自分たちの作業を整理するとと

もに，分担して作成したファイルをProBoのフ

ァイルボックスで共有しつつ準備を進めた． 

3.2. 評価方法 

 授業の文脈を尊重しつつ，その中で利用され

るソフトウェアを評価するため，split-class 

design（CARVER 2006）により研究を実施した． 

 評価にあたって，履修学生に予め公募を行い，

グループ構成および希望テーマから11名（クラ

スＡ:６名，クラスＢ:５名）に協力を依頼した．

この11名は普段利用する携帯電話にProBo 

Portableをインストールし，6月12日から4週間

常時待ち受け画面として利用した．この11名の

学生は他の学生と共にProBoの利用も行った． 

 評価は，①分業状況のアウェアネスが高まり，

分業の評価・再編を学習者に促すか，②PBLを

行う学習共同体を形成するのに有効に機能す

るか，の２点から行った． 

 ①については，客観的指標として，ProBo 

Portableを利用し始めた6月12日～7月10日ま

でのProBoの操作履歴を分析した． 

また，分業状況のアウェアネスに関しては，

ProBoの評価（西森ほか 2005）で使った質問紙

を多少改良して調査を実施した．学習共同体の

形成に対する効果を測定するのには，ROVAI 

(2002)のClassroom Community Scaleを日本語

訳して作成した質問紙を利用して調査を実施

した．前者については7月10日～28日の間（第

２回調査と呼ぶ），後者については6月12日の授

業時間中（第１回調査と呼ぶ）および第２回調

査において，オンライン調査システムREAS（芝

崎ほか 2005）を用いて調査を実施した．これ

ら調査は教室で実施し，有効回答は第１回調査

85（90.4%），第２回調査83（88.3%）であった． 

 さらに，操作履歴では記録できないProBoPo- 

rtableの利用状況や，定性的評価を得ることを

目的とするグループインタビューを実施した．

7月10日授業終了後に，授業者以外の筆者１名

がProBoPortableを利用した５名の学生に対し

て構成的グループインタビューを実施した． 

 4. 評価の結果 

4.1. 分業状況のアウェアネスとその効果 

 各学習者のPBLの進め方について，５件法リ

ッカートスケールで問うた20項目について，

ProBoPortableを利用した学生（n=11，以下「実

験群」と呼ぶ）と利用していない学生（n=83，

以下「統制群」と呼ぶ）との間の差を検討する

ため，Mann-WhitneyのU検定を行った． 

 その結果（表２），「他の人のタスクの進捗度

を気にしていた」（Z=-3.562，p<.001），「他の

人がわたしのタスクの進捗度を気にしていた」

（Z=-3.161，p<.01），「他の人の作業のペース

を見ながら，自分の作業の速さを変えていた」

（Z=-2.718，p<.01）といった項目に有意差が

みられた．これは，ProBoPortableを利用する

ことで，他者の作業状況をより把握できるばか

りでなく，他者が自分の作業状況を把握してい

表２ グループ活動の進め方の違い 

 実験群 統制群 

1)グループ内の他のメンバーから得た意見で，わた

しの担当している作業の内容が改善された 
4.27 4.03 

2)授業時間以外に，グループ内の他のメンバ

ーを励ましたいと思うことがよくあった 
3.27 2.89 

3)他の人のタスクの進捗度を気にしていた 4.55 3.17 

4)グループ内の他の人は、わたしのタス

クの進捗度を気にしていたと思う 
3.72 2.75 

5)グループ内の他の人が作業しているファイルの

内容を参考にして，自分の作業を進めていた 
3.91 3.68 

6)作業が一部の人に集中しないように配

慮していた 
3.55 3.64 

7)自分の担当タスクを進めることで，グループ全体

に貢献できるということがよく分かった 
3.81 4.04 

8)他のメンバーの担当しているタスクを

手助けすることがしばしばあった 
2.64 3.14 

9)グループ内の他の人がやっていること

に，積極的に意見を言った 
3.73 3.61 

10)授業時間以外にしばしば，グループ内の他のメ

ンバーと進め方の相談をしたいと思うことがあった 
4.09 3.39 

11)わたしの担当しているタスクの内容には，グル

ープ内の他のメンバーも関心を持っていた 
3.73 3.22 

12)わたしは，他の人の作業のペースを見

ながら，自分の作業の速さを変えていた 
3.45 2.43 

13)グループ全体の作業が進んでいる実

感があった 
3.81 3.68 

14)わたしの担当タスクに対して，他のメンバ

ーから手助けを受けることがよくあった 
3.63 3.32 

15)最初に決めた分担にこだわらず，随時

分担を見直して作業を進めていた 
2.55 3.43 

16)授業時間以外で，グループの他のメンバーと，

このグループ活動についてよく連絡を取っていた 
2.73 2.02 

17)割り当てられたタスクを進めなくて

はならないという緊張感があった 
3.91 3.85 

18)授業時間外にグループ活動をどのように

進めたらいいか，考えることが多かった 
3.55 3.04 

19)他の人のタスクが貯まっているのが

気になった 
2.91 2.54 

20)１つ１つのタスクを完了したときに，

達成感を味わえた 
3.82 3.69 



 

るかどうかを把握して，自分の作業状況と他者

の作業状況を照らし合わせながら，自分の作業

を調整できていたことを示している． 

 ProBoの操作履歴（1日あたりの各機能へのア

クセス回数）を分析すると，PBLのタスクを構

造化して示すTODOリスト（実験群平均0.175回，

統制群平均0.101回，Z=-2.195，p<.05）と，PBL

の見通しを確認するためのスケジュール（実験

群平均0.357回，統制群平均0.142回，Z=-2.207，

p<.05）に，実験群・統制群間の有意差がみら

れた．ProBoPortableを利用することで，PBLの

進め方全体の評価を促したことが示唆される． 

 また，「授業時間以外に<中略>他のメンバー

と進め方の相談をしたいと思うことがあった」

（Z=-2.037，p<.05），「授業時間以外で<中略>

他のメンバーと，このグループ活動についてよ

く連絡を取っていた」（Z=-1.725，p<.10）の項

目で有意差あるいは有意傾向がみられた．

ProBoPortableの利用により，授業時間外の学

習活動・相互調整を促す可能性が示唆される． 

 一方，「最初に決めた分担にこだわらず，随

時分担を見直して作業を進めていた」（Z= 

-2.274，p<.05）では，実験群が有意に低い値

を示した．ただ，インタビューでは多くの学生

が，ProBoPortableを見て他者が作業を進めた

ことが分かると自分の作業を進めなければと

促されたと回答していた．こうしたことから，

他者の状況の把握が，自らのタスクの状況の相

対的な評価を促し，自ら遂行すべきタスクを推

進させることになったと考えられる． 

4.2. 学習共同体意識への影響 

 ProBoPortableの利用により，学習共同体意

識にどのような効果があったかを調べるため，

両調査の学習共同体意識得点について繰り返

しのある二元配置分析を行った．その結果，授

業実践の事前事後の主効果（F(1,1)=4.386，

p<.05 ），および ProBoPortable 利用の有無

（F(1,1)= 4.549，p<.05）の主効果が有意にみ

られた．交互作用は有意ではなかった． 

 こうしたことから，ProBoPortableの利用が，

学習共同体意識の向上に貢献するといえる． 

5. まとめと今後の課題 

 本研究では，高等教育のPBLにおいて，学習

者が分散環境においても分業状況を相互に評

価，調整しながらPBLを進められるようにする

ことを目的として，携帯電話にPBLのメンバー

の分業状況を可視化するソフトウェアを開発

し，授業実践において評価を行った．その結果，

相互の分業のアウェアネスが高まり，学習者は

PBL全体を評価しながら自分の作業を調整する

ことができるようになった．また，共同体意識

が高まり，他者の作業を意識しつつ自ら分担す

るタスクを進めることを促すことが示された． 

 今回の実践的評価では，他者のタスクの進捗

を把握することが，自分のタスクの状況を相対

的に評価することにつながり，結果として分業

の再編をせずとも，相互に分担したタスクを円

滑に遂行することとなった．今後は，学習者の

必要性に応じて，キャンパス内外を問わず，即

興かつ柔軟な分業の評価・再編を可能にするソ

フトウェアのリ・デザインが必要と考えている． 
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